
信州の土木 魅力のマップ

（作成の目的など）

取り組んだ事業の紹介

◇信州（長野県）にはこんなにみるべき土木遺産、 土木
建造物などがあることを伝える。

◇市町村や県などが地域観光資源にするきっかけづくりに
（個々のパンフレットに掲載されることをめざす）

◇土木遺産、土木建造物を巡る観光ツアーをめざす契機
をつくる（観光業者などへの働きかけ）

◇事業者（国、地方自治体）が、施設や現場を地域資源と
して活用する契機をつくる。

（社会資本の公共性＋地域を元気にする資源性）

土木・環境しなの技術支援センター

土木遺産と

現在の現場
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3◇土木遺産、土木建造物の見どころの紹介

「魅力のマップ」の作成をどうすすめたか
◇非営利活動を行っている「土木・環境しなの技術支援センター」が、公益事

業助成金（北陸地域づくり協会など）の認定をうけて取り組んだ。

◇県内の土木に関わる機関（国土交通省、建設部、建設技術センター）、県

職員政策研究チームなどの協力を得て、検討委員会を設置して進めた。

◇県内の土木に関する情報を広く取り上げるマップをめざした。これを契機に

個別の土木遺産、土木建造物などが活用されること念頭に作成した。

【作成検討委員会の設置】

長野県（建設部、農政部）

国土交通省（長野国道事務所・千曲川河川事務
所・松本砂防事務所・天竜川河川事務所・飯田国
道事務所）

長野県建設技術センター

長野県職員政策研究チーム



「魅力のマップ」の活用と今後の方向

【マップの活用】

◇広くマップを活用されたい。

道の駅、観光案内所、学校など、広域的に配付

国、県、市町村への配布

◇県や市町村の観光情報に活用されたい。

◇土木広報に利用してほしい。

【今後の取り組み】

◇マップを活かした取り組みー例えば、土木観光ツアー
などを検討したい。

◇土木観光などを考えるシンポジウム（講演会）を開催
し、さらにこのテーマを広めていきたい。

• 土木・環境しなの技術支援センターは、社会貢献活動を主とした自主的な組織です。

• 県内の大学、高専などの研究者 民間企業、官公庁の技術者。退職した技術者などで構成されています。

• どなたでも自由に入会できます。平成27年1月現在 会員数 20名

• 自らの技術力向上につなげる定例学習会、土木遺産の調査などを行っています。

• 建設関係団体、建設企業、学校などの学習、研修支援（講師）にも取り組んでいます。

土木・環境しなの技術支援センターの活動

長野高専学生による測量授業の実施（長野県測量設計業協会との共同事業）

平成25年度は重要文化財 牛伏川階段工で実施

平成26年度信濃町の「戸草隧道」（鉄道遺産）の調査測量を行い、学校学生
がまとめた報告書を信濃町教育委員会へ提出。

土木遺産保存活用シンポジウム開催（平成26年1月
長野県立歴史館と共催）

土木・環境しなの技術支援センター 理事長 小西 純一（信州大学名誉教授）
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